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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS K 6333:1999 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 
 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 
 K 6333：0000 
 

溶断用ゴムホース 
Gas welding equipment-Rubber hoses for welding, cutting and allied 

processes 
 

序文 

この規格は，2019 年に第 5 版として発行された ISO 3821 を基とし，技術的内容を変更して作成した日

本産業規格であるが，対応国際規格には規定されていない規定内容（アセチレンホースの最高使用圧力及

び耐圧性の明確化）を日本産業規格として追加している。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，溶接，切断及びその関連作業 1)で使用するゴムホースについて規定する。 

この規格は，-20 ℃～＋60 ℃の温度で使用され，以下の用途で使用されるゴムホースに適用する。 

－ ガス溶接及び切断， 

－ 不活性又は活性シールドガスを用いるアーク溶接， 

－ 溶接及び切断に類似した作業。 

注 1) 関連作業とは，特に，加熱，ろう付け及びメタライジングを指す。 

この規格は，ツインホースを含む低圧（最高使用圧力が 1 MPa で，呼び径が 6.3 mm 以下のホースに限

定する。），中圧（最高使用圧力が 2 MPa で，全ての呼び径のホース）及びアセチレン（最高使用圧力 0.15 
MPa 以下）のゴムホースの要求事項について規定する。 

この規格は，熱可塑性樹脂ホース及び高圧（最高使用圧力 0.15 MPa を超える。）アセチレン用ホースに

は適用しない。 

この規格は，フラックス燃料ガスホース，水素ガスホース及びヘリウムガスホースには適用しない。 

使用するガスを識別するために，異なる色及び表示を規定する。 

 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 3821:2019，Gas welding equipment－Rubber hoses for welding, cutting and allied processes（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 
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2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格のうち，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その

後の改正版（追補を含む。）は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）

を適用する。 

JIS K 6250 ゴム－物理試験方法通則 
注記 対応国際規格における引用規格：ISO 23529，Rubber－General procedures for preparing and 

conditioning test pieces for physical test methods 

JIS K 6251 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－引張特性の求め方 
注記 対応国際規格における引用規格：ISO 37，Rubber, vulcanized or thermoplastic－Determination of 

tensile stress-strain properties 

JIS K 6257 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－熱老化特性の求め方 
注記 対応国際規格における引用規格：ISO 188，Rubber, vulcanized or thermoplastic－Accelerated 

ageing and heat resistance tests 

JIS K 6258 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－耐液性の求め方 
注記 対応国際規格における引用規格：ISO 1817，Rubber, vulcanized or thermoplastic－Determination 

of the effect of liquids 

JIS K 6330-1 ゴム及びプラスチックホース試験方法－第 1 部：ホース及びホースアセンブリの寸法

測定 
注記 対応国際規格における引用規格：ISO 4671，Rubber and plastics hoses and hose assemblies－

Methods of measurement of the dimensions of hoses and the lengths of hose assemblies 

JIS K 6330-2 ゴム及びプラスチックホース試験方法－第 2 部：ホース及びホースアセンブリの耐圧

性試験 
注記 対応国際規格における引用規格：ISO 1402，Rubber and plastics hoses and hose assemblies－

Hydrostatic testing 

JIS K 6330-4 ゴム及びプラスチックホース試験方法－第 4 部：低温雰囲気下における柔軟性 
注記 対応国際規格における引用規格： ISO 10619-2，Rubber and plastics hoses and tubing－

Measurement of flexibility and stiffness -Part2:Bending tests at sub-ambient temperatures 

JIS K 6330-6 ゴム及びプラスチックホース－第 6 部：層間はく離強さの求め方 
注記 対応国際規格における引用規格：ISO 8033，Rubber and plastics hoses－Determination of adhesion 

between components 

JIS K 6330-7 ゴム及びプラスチックホース－第 7 部：静的条件下での耐オゾン性評価 
注記 対応国際規格における引用規格：ISO 7326，Rubber and plastics hoses－Assessment of ozone 

resistance under static conditions 

JIS K 6330-9 ゴム及びプラスチックホース試験方法－第 9 部：ホース及び管の曲げ特性 
注記 対応国際規格における引用規格： ISO 10619-1，Rubber and plastics hoses and tubing－

Measurement of flexibility and stiffness -Part1:Bending tests at ambient temperatures 

ISO 4080, Rubber and plastics hoses and tubing, and their  assemblies－Determination of permeability to gas 

ISO 8330, Rubber and plastics hoses and hose assemblies — Vocabulary 

3 用語及び定義 
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この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，ISO 8330 による。 

3.1 
ツインホース 

2 本の通常のゴムホースを長手方向に接合したもの 

3.2 
ユニバーサル燃料ガスホース 

フラックス燃料ガスを除く全ての燃料ガスに使用できるホース 

注釈 1 フラックス燃料ガスは主にろう付で使用される。 

3.3 
最高使用圧力 

ホースが受ける可能性のある最大圧力 

4 構造 

4.1 低圧及び中圧ゴムホース 

ホースは次の要素から構成される。 

a) 1.3 mm 以上の内面ゴム層 

b) 補強層 

c) 1.0 mm 以上の外面ゴム層 

内面ゴム層及び外面ゴム層は，均一な厚さで，孔，気泡及びその他の欠点があってはならない。補強層

は，適切な技術によって加工する。 

4.2 ツインホース 

ツインホースを構成する各ホースの構造は，4.1 で規定されたものでなければならない。エンドフィッテ

ィングなどを取り付けるために，接合部は損傷なく分離できなければならない（7.8 を参照）。 

ツインホースの呼び径の組合せの例は，表 1 による。 

ツインホースの呼び径は，×記号に対して前が酸素ホース，後が酸素以外の燃料ガスホースを示す。 
 

表 1－ツインホースの呼び径（内径）の組合せの例 
呼び径 

5.0×5.0 
6.3×9.5 
7.1×7.1 
8.0×8.0 
8.0×9.5 

5 寸法及び許容差 

5.1 内径 
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ホースの呼び径（内径）は，表 2 に示す種類がある。呼び径に該当する内径の基準寸法に対する許容差

は，JIS K 6330-1 に規定する方法で測定し，表 2 に適合しなければならない。 

5.2 偏肉 

ホースの偏肉は，JIS K 6330-1 に規定する方法で測定し，表 2 に適合しなければならない。 
 

表 2－ホースの呼び径（内径）の基準寸法に対応する内径の許容差及び偏肉 

5.3 切断長 

ホースの切断長は，JIS K 6330-1 に規定する方法で測定し，表 3 に適合しなければならない。 
 

表 3－切断長の許容差 

長さ mm 許容差 
300 以下  ±3 mm 

300 を超え 600 以下  ±4.5 mm 
600 を超え 900 以下  ±6 mm 

900 を超え 1 200 以下  ±9 mm 
1 200 を超え 1 800 以下  ±12 mm 

1 800 を超える  ±1 % 

5.4 外径 

ホースの外径は，JIS K 6330-1 に規定する方法で測定し，表 4 に適合しなければならない。ホースの外

径は，ホースの呼び径（内径）の基準寸法にホースの肉厚（内面ゴム層，外面ゴム層，補強層を含む）を

付与することによって決定される基準寸法であり，製造業者が決定する。 
 

表 4－外径の許容差 

外径 mm 許容差 mm 
12.0 以下  ±0.6 

12.0 を超え 16.0 以下  ±0.8 
16.0 を超え 22.5 以下  ±1.0 
22.5 を超え 42.0 以下  ±1.5 

呼び径 内径 偏肉 mm 
基準寸法 mm 許容差 mm 

4.0 4.0 ±0.55 最大 1.0 
5.0 5.0 
6.3 6.3 
7.1 7.1 ±0.65 最大 1.25 
8.0 8.0 
9.5 9.5 
10.0 10.0 
12.5 12.5 ±0.70 
16.0 16.0 
20.0 20.0 ±0.75 最大 1.50 
25.0 25.0 ±1.2 

中間にある寸法の許容差及び偏肉最大値は，表 2 に示す一つ大きい呼び径のものを適用する。 



5 
K 6333：0000  

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

6 内面ゴム層及び外面ゴム層の物理的性質 

6.1 引張強さ及び切断時の伸び 

内面ゴム層及び外面ゴム層に使用するゴムは，JIS K 6251 に規定する方法で試験を行い，表 5 の規定に

適合しなければならない。 
 

表 5－引張強さ及び切断時の伸び 

 引張強さ 
MPa 

切断時伸び 
% 

内面ゴム層 5 以上 200 以上 
外面ゴム層 7 以上 250 以上 

6.2 老化試験 

内面ゴム層及び外面ゴム層の引張強さと切断時の伸びは，JIS K 6257 に規定する方法で，70 ℃±1 ℃で

7 日間老化させた後，JIS K 6251 に規定する方法で試験を行い，老化前の値からの変化率として引張強さ

については 25 %，切断時の伸びについては 50 %を超えて低下してはならない。 

6.3 酸素ホースの難燃性試験 

附属書 A に規定する方法で試験を行い，内面ゴム層の 3 個の試験片を，360 ℃～365 ℃の温度範囲で 2
分間装置に入れたとき，着火してはならない。 

2 個以上の試験片が 2 分以内に着火した場合，そのホースは不合格とし，1 個の試験片だけが 2 分以内

に着火した場合は，さらに 3 個の新しい試験片で再試験しなければならない。この，2 回目の試験で 3 個

の試験片のいずれかが 2 分以内に着火したら，そのホースは不合格とする。 

6.4 浸せき試験 

6.4.1 耐アセトン及び耐ジメチルホルムアミド（DMF）性（アセチレンホース及びユニバーサル燃料ガ

スホースに適用） 

内面ゴム層の試験片は，JIS K 6250 で規定する試験室の標準状態において，試験液に 70 時間浸せきし，

JIS K 6258 に規定する方法で試験を行い，質量分率 8 %以上の質量増加があってはならない。 

6.4.2 耐 n-ペンタン性（LPG 1) ホース，MPS 2) ホース及びユニバーサル燃料ガスホースに適用） 

内面ゴム層の試験片は附属書 B に規定する方法で試験を行い，n-ペンタンの吸収分（質量分率%）が 15 %
以下，n-ペンタンへの抽出分（質量分率%）が 10 %以下でなければならない。 

注 1)  LPG：液化石油ガス 

注 2)  MPS：メチルアセチレンとプロパジエンとの混合ガス 

7 要求性能 

7.1 耐圧性試験 

ホースは，JIS K 6330-2 に規定する方法で試験を行い，表 6 の規定に適合しなければならない。 
 



6 
K 6333：0000  

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

表 6－耐圧性要求性能 

区分 低圧ゴムホース 中圧ゴムホース アセチレンホース 3) 
 最高使用圧力    MPa 1 2 0.15 
 耐圧試験圧力    MPa 2 4 4 
 最小破裂圧力    MPa 3 6 6 
 最高使用圧力時の  % 
 長さ変化率 

±5 

 最高使用圧力時の  % 
 外径変化率 

±10 

 注 3) アセチレンホース（最高使用圧力 0.15 MPa）の耐圧試験圧力と最小破裂圧力は分解爆発を考慮

した要求性能としている。 

7.2 接着試験 

JIS K 6330-6 に規定する試験片タイプ 2，タイプ 4 又はタイプ 8 を用いて試験を行い，各層間の剝離強

さは 1.5 kN/m 以上でなければならない。 

7.3 曲げ試験 

JIS K 6330-9 に規定する方法によって，JIS K 6250 で規定する試験室の標準状態において，呼び径の 10
倍（ただし，80 mm 以上）の径で試験を行い，変形係数は 0.8 以上で，ホースの曲げ部にはキンクがあっ

てはならない。 

変形係数は，曲がり部分のホースの外径（短径）をホースの平均外径で除したものである。 

7.4 低温試験 

JIS K 6330-4 の B 法に規定する方法によって，－25 ℃±3 ℃，呼び径の 10 倍（ただし，80 mm 以上）

の径で試験を行い，試料を常温に戻し，JIS K 6330-2 に規定する方法で表 6 に示す耐圧試験圧力で試験を

行い，漏れがあってはならない。 

7.5 耐熱試験 

ホースの外面ゴム層は，スパッタ及び熱表面の接触に対して，十分に耐えなければならない。これを満

足するため，試験片は，附属書 C に規定する試験条件で 60 秒間漏れがあってはならない。 

7.6 静的オゾン劣化試験 

外面ゴム層は，JIS K 6330-7 に規定する A 法又は D 法で試験を行い，2 倍の拡大鏡で観察し，亀裂の発

生があってはならない。 

7.7 ガス透過試験 

ガス透過試験は，LPG ホース，MPS ホース，天然ガスホース及びユニバーサル燃料ガスホースに適用す

る。JIS K 6250 で規定する試験室の標準状態（23 ℃±2 ℃）において，純度 95 %以上のプロピレンガス

を用いて，約 0.6 MPa の試験圧力で ISO 4080 に規定する方法によって試験を行い，ガス透過量は，どの呼

び径の場合も，1 時間当たり 25 cm3/m を超えてはならない。 

7.8 ツインホースに対する要求性能 



7 
K 6333：0000  

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

ツインホースは，通常の使用状態においてホース同士の接合が剝離してはならない。 

ツインホースは，エンドフィッテイングなどを取り付ける目的で，意図的に結合部を切り離す際に剝離

面に有害な損傷が生じてはならない。 

8 色識別及び表示 

8.1 色識別 

ホースに使用するガスを識別するため，ホースの外面ゴム層は，表 7 に示す色にしなければならない。 

6.4.1，6.4.2 及び 7.7 の要求性能に適合するユニバーサル燃料ガスホースの外面ゴム層の色は，半円周分

が赤，残り半円周をオレンジとする。 

ツインホースの場合は，この規定によってそれぞれのホースに色識別及び表示をしなければならない。 
 

表 7－ガスの種類の記号及び色識別 

ガスの種類の記号 ガスの種類 外面ゴム層の色 

ACE 
アセチレン及び他の燃料ガス 
（LPG，MPS，天然ガス及びメタンは除く。） 

赤 

OXY 酸素 青 

SLD 空気，窒素，アルゴン，二酸化炭素 緑 

LMN LPG，MPS，天然ガス，メタン オレンジ 

AFG 
アセチレン，LPG，MPS，天然ガス，メタン及

び他の燃料ガス 
赤及びオレンジ 

8.2 表示 

ホースの外面ゴム層には，少なくとも次の内容を 1 000 mm 以内の間隔で表示しなければならない。 

a) この規格の番号（JIS K 6333） 

b) 製造業者又は供給者のマーク（例では XYZ として示されている。） 

c) MPa 単位で表した最高使用圧力 

d) 呼び径 

e) ガスの種類を表した記号 

f) 製造年 

例 JIS K 6333-XYZ-2MPa-10.0-OXY-25 
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附属書 A 
（規定） 

難燃性試験方法 

A.1 装置 

次の事項を備えた図 A.1 に示す装置を用いる。 

A.1.1 加熱炉 350 W，内法寸法は，直径 50 mm，深さ 150 mm 

A.1.2 管形スライド抵抗 190 ～200 ，可動つまみ又は連続可変出力電圧付きで自動変圧器付きのも

の。 

A.1.3 酸素流量計 温度 15 ℃の大気圧下で，流量 0 l/min～5 l/min を測定できるもの。 

A.1.4 温度計 150 mm の深さで使用でき，300 ℃～400 ℃が測定できる温度計。 

A.2 手順 

発火試験装置をアルミニウムはくで包み電気炉に挿入する。アルミニウムはくは，放射熱を最小限に抑

制して温度分布をより均一にするために使用する。可変抵抗器又は自動変圧器によって電気炉への電力を

調節して温度を 360 ℃～365 ℃の温度範囲に保ち，純度 99.5 %以上の酸素を発火装置内に流量 2 l/min±
0.1 l/min で注入する。 

内面ゴム層の試験片は，バフがけしてきれいにした後，各辺が 1.3 mm 以上 2.5 mm 以下で 8 mm3～10 
mm3 のブロック状に切断する。 

電気炉の温度を一定にしてから試験片ホルダを取り外し，試験を行う内面ゴム層のブロック状試験片を

タングステン針に固定し，試験片ホルダを装置に戻す。温度低下を最小限に押さえるため，この操作は迅

速に行う必要がある。タングステン針は清浄，かつ，鋭利にしておくことが望ましい。 

試験片を装置内に少なくとも 2 分間放置し，この間，着火の証拠を得るために注意深く観察する。煙が

発生しても着火の証拠にはならず，通常，せん（閃）光を伴い，ときには小さな爆発を生じるものである。

試験片が着火すると装置の温度が上昇することがあるが，時間をかけて適正な試験温度に戻す必要がある。 

3 個の試験片を連続して試験する。 
  



9 
K 6333：0000  

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

 

図 A.1－難燃性試験装置例 
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附属書 B 
（規定） 

耐 n-ペンタン性試験方法 

B.1 手順 

a) 内面ゴム層の試験片の質量をはかり，これを試験室の標準状態において 72 時間 n-ペンタン液に浸せ

きする。n-ペンタン液の体積は，試験片の少なくとも 50 倍でなければならない。 

b) 浸せきが終了し，試験片を 5 分間，室温の空気中に放置して質量をはかる。さらに同じ条件で 24 時間

放置して質量をはかる。 

c) n-ペンタンの吸収分 Pa（質量分率%）及び n-ペンタンへの抽出分 Pe（質量分率%）は，次の式によっ

て計算する。 

 𝑃௔ = (𝑀1 −𝑀2)𝑀0 × 100  ···················································· (B.1) 

 𝑃௘ = (𝑀0 −𝑀2)𝑀0 × 100  ···················································· (B.2) 

 
ここで， M0： 試験前の試験片の質量 
 M1： 浸せき後，5 分間放置後の質量 
 M2： 浸せき後，24 時間放置後の質量 

 
  



11 
K 6333：0000  

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

附属書 C 
（規定） 

耐熱試験方法 

C.1 手順 

長さ約 50 cm のホースサンプルを試験装置に固定する（図 C.1 及び図 C.2 参照）。 

ニッケルクロムド鋼製電熱線（線径 2.5 mm）を 100 mm 間隔の電気接続部間に固定する。試験中，電熱

線のホース軸に垂直な下向きの力は，1 N とする（図 C.3 参照）。試験中は，ホースは圧力 0.1 MPa の不活

性ガス，例えば窒素で満たされなければならない。 

電熱線は，電流 50 A，最大 2 V の条件で加熱して，温度を約 800 ℃に高めなければならない。 

 

 

図 C.1－試験装置の回路図 
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図 C.2－試験装置例 

 

 

図 C.3－ホースに対して垂直にかかる力 
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附属書 JA 
（参考） 

JIS と対応国際規格との対比表 
 

JIS K 6333 ISO 3821：2019（MOD） 

 
a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

1 適用範囲 1 変更 日本国内ではフラック燃料ガスホースを製

造していないので，市場の実態に合わせる

ため，JIS ではフラックス燃料ガス，水素ガ

ス及びヘリウムガスを適用しないことを明

確にした。また，アセチレンホースの使用に

おける安全面を考慮して，誤解を避けるた

め，アセチレンホースの最高使用圧力及び

耐圧性を明確化している。 

日本の国内事情に合わ

せ，また，誤解を避けるた

めの変更であり，ISO に

は提案しない。 

3 用語及び

定義 
3 削除 フラック燃料ガスホースは国内で製造，使

用されていないため，市場の実態に合わせ，

フラックス燃料ガスホースを含めないこと

とした。 

日本の国内事情に合わせ

た削除であり，ISO には

提案しない。 

4 構造 7.1 削除，変更 フラックス燃料ガスホースとして使用され

る樹脂ホースは国内で製造していないた

め，市場の実態に合わせて JIS では含めな

いこととした。また，国内では総肉厚で規定

したホース製造をしていないため，総肉厚

を規定せず，内面ゴム層も肉厚で区分けし

ないこととした。 

日本の国内事情に合わせ

た変更であり，ISO には

提案しない。 

4.2 ツ イ ン

ホース 
7.1.3 追加 表 1 に国内で広く使用されているツインホ

ースの呼び径の組合せの例を追加した。 
今後の改訂時に ISO に提

案する。 
5 寸法及び

許容差 
8 削除，変更 ISO は 15 種類規定しているが，市場の実態

に合わせて JIS では国内で使用している 11
種類だけを規定した。また，ISO の許容差

は，現実的には困難であるため，実情に合わ

せた規定とした。 

現在改訂中の ISO に提案

している。 

5.3 切断長 8.5 変更，追加 JIS では，JIS K 6330-1 を引用した。 
また，表 3 に切断長の許容差を追加した。 

分かりやすくするためで

あり，技術的差異はない。

ISO には提案しない。 
6.1 引 張 強

さ及び切断

時の伸び 

9.2.1 削除 樹脂層を含むホースは，国内では製造して

いないため，市場の実態に合わせて樹脂層

についての規定を削除した。 

日本の国内事情に合わせ

た削除であり，ISO には

提案しない 
6.2 老 化 試

験 
9.2.2 変更 ISO では 70 ℃±2 ℃であるが，JIS K 6257

を引用しているため-70 ℃±1 ℃とした。 
JIS K 6257 の引用による

もので，ISO に提案しな

い。 
6.3 酸 素 ホ

ースの難燃

性試験 

9.3.1 削除 ISO 11114-3 を引用した方法による検証がな

いため，削除した。 
次回改正時に検証を行

い，追加可否を検討する。 

7.1 耐 圧 性

試験 
9.2.4 追加 アセチレンホースの最高使用圧力は 0.15 

MPa であり，低圧ゴムホースと誤解を招く

今後の改訂時に ISO に提

案する。 
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おそれがあるため，JIS では，アセチレン用

の耐圧性を明確化した。 
7.2 接 着 試

験 
9.2.3 追加 試験片タイプ 8 は，現在広く使用されてい

るため，市場の実態に合わせて追加した。 
今後の改訂時に ISO に提

案する。 
7.6 静 的 オ

ゾン劣化試

験 

9.2.8 変更 ISOでは，呼び25以下は，ISO 7326のmethod 
1 のみを使用としているが，この JIS では，

JIS K 6330-7 の D 法（ISO の method 4）を，

現在広く使用しているため追加した。 

今後の改訂時に ISO に提

案する。 

7.8 ツ イ ン

ホースに対

する要求性

能 

9.3.7.2 削除 ツインホースの分離試験を規定する根拠と

なる検証がないため，削除した。 
今後の改訂時に ISO に提

案する。 

8.2 色識別 10.2 追加 色識別だけでは，誤使用される可能性があ

り，規格の利便性向上のため，記号を追加し

た。 

今後の改訂時に ISO に提

案する。 

C.1 手順 Annex C 変更 ISO では（800±80）℃と規定しているが，

JIS では実用上の観点から許容差の明記は

行わず，約 800 ℃とした。 

日本の国内事情に合わせ

た変更であり，ISO には

提案しない。 
注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味を，次に示す。 

－ 削除：対応国際規格の規定項目又は規定内容を削除している。 
－ 追加：対応国際規格にない規定項目又は規定内容を追加している。 
－ 変更：対応国際規格の規定内容又は構成を変更している。 

注記 2 JIS と対応国際規格との対応の程度の全体評価の記号の意味を，次に示す。 
－ MOD：対応国際規格を修正している。 

 
 




